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４
S（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
）の
実
行
を

飲食店での労働災害が
急増しています  

あ
り
、ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
る
と
、

長
期
間
職
場
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
や
、
後
遺
症
が
残
る
よ
う
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

労
働
災
害
防
止
は
食
品
衛
生

　

と
表
裏
一
体
の
問
題
で
す

　

転
倒
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
「
４
Ｓ
（
整
理
、整
頓
、清
掃
、清
潔
）」

は
お
客
様
の
安
全
の
面
か
ら
も
重
要
で

す
し
、食
品
機
械
に
よ
る
創
傷
な
ど
は
、

労
働
者
の
負
傷
の
み
な
ら
ず
、
感
染
症

や
食
品
へ
の
爪
や
血
肉
の
混
入
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
飲
食
店
」
の
事
業
場
で
は
、

「
一
酸
化
炭
素
中
毒
」
や
「
ガ
ス
ボ
ン

ベ
に
よ
る
爆
発
」
な
ど
の
災
害
も
発
生

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
お
客
様
の
安
全

に
も
直
結
す
る
問
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
個
々
の
事
業
場
に
お
け
る
取
組
は

も
と
よ
り
、
食
品
衛
生
自
治
指
導
員
の

皆
様
に
よ
る
事
業
場
指
導
を
通
じ
、
他

事
業
場
で
の
災
害
事
例
や
好
事
例
の
周

知
な
ど
が
効
果
的
で
す
。

　

飲
食
店
で
の
労
働
災
害
が

　

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す

　

東
京
労
働
局
管
内
に
お
け
る
労
働
災

害
は
、
二
年
連
続
で
増
加
し
て
お
り
、

三
年
目
と
な
る
昨
年（
平
成
二
十
四
年
）

も
速
報
値
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
年
と

比
較
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、「
飲
食
店
」
に
つ
い
て
は
、

前
年
比
二
四
・
四
％
増
と
、
建
設
業
を

は
じ
め
、
他
の
三
次
産
業
の
災
害
多
発

分
野
と
比
較
し
て
も
大
幅
増
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　

労
働
災
害
は
軽
視
し
て
は

　

い
け
ま
せ
ん

　

 

「
飲
食
店
」
で
発
生
し
て
い
る
災
害

は
、
全
産
業
と
比
較
し
て
、「
食
品
加

工
機
械
な
ど
に
よ
る
創
傷
」
や
「
調
理

油
に
よ
る
火
傷
」
な
ど
の
割
合
が
非
常

に
高
い
ほ
か
、「
水
や
油
で
濡
れ
た
床

で
の
転
倒
」
な
ど
も
多
く
、
全
体
の
約

三
分
の
二
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
の
半
数
近
く
は
一
カ

月
以
上
の
休
業
を
伴
う
重
篤
な
も
の
で

　

平
成
二
十
四
年
度
第
一
回
自
治
指
導

事
業
運
営
委
員
会
（
鵜
飼
会
長
の
諮
問

機
関
、
玉
田
大
助
委
員
長
）
が
十
一
月

八
日
（
木
）
午
後
、
新
宿
区
の
日
本
青

年
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
食
品
衛
生
の
自
主

管
理
を
進
め
て
い
く
上
で
中
核
的
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
食
品
衛
生
自
治

指
導
員
活
動
の
事
業
計
画
等
を
検
討
す

る
場
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
東
食
協
の
菊
池
専
務
理

事
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部

食
品
監
視
課
の
土
谷
課
長
補
佐
、
玉
田

委
員
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
事
務
局

か
ら
二
十
四
年
度
教
育
事
業
等
の
進
捗

状
況
及
び
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た

後
、
巡
回
活
動
記
録
簿
の
変
更
（
案
）

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、
食
品
衛
生
自
治
指
導
員
事

業
の
運
営
等
に
つ
い
て
提
言
や
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
今
後
も
委
員
会
と
し
て

自
治
指
導
員
活
動
の
活
性
化
が
図
れ
る

よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
同
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

◎
委
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

委
員
長
・
玉
田
大
助
（
北
多
摩
南
部

支
部
長
）、
副
委
員
長
・
寺
﨑
利
吉
（
文

京
支
部
長
）、
野
永
喜
一
郎
（
中
央
区

支
部
長
）、
山
﨑
治
雄
（
東
京
魚
市
場

卸
協
同
組
合
理
事
長
）、数
藤
武
司
（
江

東
区
支
部
長
）、
田
中
信
人
（
江
戸
川

区
副
支
部
長
）、
市
野
直
春
（
渋
谷
支

部
長
）、
関
矢
多
嘉
夫
（
新
宿
区
支
部

長
）、岩
東
清
忠
（
世
田
谷
区
支
部
長
）、

井
戸
公
近
（
練
馬
区
支
部
長
）、
梶
野

清
（
北
区
支
部
長
）、
山
下
憲
男
（
南

多
摩
支
部
長
）、
本
橋
助
治
（
東
京
都

麺
業
連
合
協
同
組
合
理
事
長
）。

　

平
成
二
十
四
年
度
第
一
回
自
治
指
導

員
部
長
会
が
十
一
月
十
四
日
（
水
）
午

後
、
新
宿
区
の
日
本
青
年
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
食
協
の
菊
池
専
務
理
事
、
自
治
指

導
事
業
運
営
委
員
会
玉
田
委
員
長
、
東

京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
食
品
監

視
課
の
土
谷
課
長
補
佐
か
ら
の
挨
拶
の

後
、
事
務
局
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
教

育
事
業
等
の
進
捗
状
況
の
報
告
、
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
及
び

巡
回
活
動
記
録
簿
の
変
更
案
に
つ
い
て

の
報
告
が
行
わ
れ
、
自
治
指
導
事
業
運

営
委
員
会
に
も
上
程
さ
れ
た
食
品
衛
生

自
治
指
導
員
事
業
の
運
営
、
推
進
及
び

養
成
に
関
す
る
各
支
部
に
お
け
る
現
状

や
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
食
品
衛
生
自
治

指
導
員
養
成
講
習
会
が
、
十
月
十
一
日

（
木
）
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
同

月
十
七
日
（
水
）
食
品
衛
生
セ
ン
タ
ー

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て

百
六
十
七
名
の
方
々
が
受
講
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
各
支
部
長
か
ら
推

薦
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
て
、
支
部
等

で
退
任
や
転
出
等
に
よ
る
欠
員
補
充
と

指
導
活
動
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
毎

年
、
区
内
及
び
多
摩
地
区
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

両
会
場
と
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、
指
導
活
動
に
必
要
な
知
識
の

修
得
の
た
め
、
指
導
員
の
役
割
・
衛
生

法
規
・
食
品
衛
生
学
・
現
場
簡
易
検
査

方
法
の
四
科
目
の
講
義
が
行
わ
れ
、
受

講
者
に
は
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
新
た
に
委
嘱
が
行
わ
れ
た
際

は
、
す
で
に
自
治
指
導
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
基
に
活
動
に
当
た
っ
て
の
指

導
・
助
言
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

更
な
る
食
品
衛
生
の
自
主
管
理
体
制
の

確
立
に
向
け
て
、
一
層
の
巡
回
指
導
活

動
を
展
開
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
事
業
の
進
捗
状
況
を
報
告

自
治
指
導
事
業
運
営
委
員
会
を
開
催

指導事業で
活発な意見
自治指導員部長会
を開催

新
た
に
167
人
を
養
成

自
治
指
導
員
養
成
講
習
会
を
開
催

新
た
に
１
６
７
人
が
受
講
し
た
養
成

講
習
会

教
育
事
業
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た

運
営
委
員
会

創傷・火傷・転倒など　前年比 24.4％増に

東京労働局

東京都食中毒発生状況　速報

平成 24 年 11 月 30 日現在

②原因施設別発生件数①病因物質別発生件数
期間 1/1 〜 11/30

原因施設 件数 患者数

飲食店
営　業

一般 77 668

すし 5 52

仕出し 3 302

弁当 1 54

屋形船 1 37
飲食店（一般）及び飲食店（旅館・ホテル） 1 72

集団給食（要許可） 4 107

集団給食（届出） 2 29

魚介類販売業 3 3

家庭 1 6

その他 7 162

不明 1 47

合計 116 1539

期間 1/1 〜 11/30

病因物質 件数 患者数

ウイルス ノロウイルス 37 999

細菌

カンピロバクター 40 257

黄色ブドウ球菌 2 48

腸炎ビブリオ 2 45

ウエルシュ菌 1 14

サルモネラ 2 11

腸管出血性大腸菌 1 5

寄生虫
アニサキス 21 22

クドア、セプテンプン
クタータ 2 7

化学物質
ヒスタミン 3 21

洗剤 2 10

自然毒 植物性自然毒 1 3

不明 2 97

合計 116 1539

東京労働局管内の休業 4日以上の死傷災害発生状況
平成 24 年 前年同期 増減

飲食店 566 455 +24.4％
建設業 1,174 1,168 +0.5％
小売業 982 903 +8.7％
全産業 7,881 7,469 +5.5％

※ 11 月末現在の速報値

平成 23年における休業 4日以上の死傷災害（事故の型別）
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